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②

小野市議会だより

　

小
野
市
保
育
給
付
資
格
の
認
定
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

い
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
育
を
受

け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
が
市
町
村

に
よ
る
保
育

給
付
を
受
け

る
資
格
や
保

育
の
必
要
量

等
の
認
定
が

必
要
と
な
っ

た
た
め
、
保

育
給
付
を
受

け
る
た
め
の

客
観
的
な
基

準
を
定
め
よ

う
と
す
る
も

の
。
こ
れ
ま

で
の
入
所
基

準
で
あ
る
小
野
市
保
育
所
に
お
け
る
保
育

に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
を
行
う
。
施

行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
の

日
か
ら
。

〈
現
行
基
準
か
ら
の
主
な
変
更
点
〉

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
に

規
定
す
る
保
護
者
の
一
月
あ
た
り
の
就

労
時
間
の
下
限
に
つ
い
て
は
48
時
間

（
同
規
則
で
最
も
緩
和
さ
れ
た
基
準
）と

す
る
。

・
新
た
に
求
職
中
、
就
学
中
、
虐
待
や
Ｄ

Ｖ
等
も
認
定
の
対
象
と
し
て
明
文
化
。

・
給
付
資
格
の
判
断
に
あ
た
り
同
居
の
親

族
が
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

を
削
除
。

　

小
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

い
、
市
町
村
の
確
認
を
受
け
た
教
育
・
保

育
施
設（
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
）や
地
域
型
保
育
事
業（
小
規
模
保
育
、

家
庭
的
保
育
、
事
業
所
内
保
育
、
居
宅
訪

問
型
保
育
）に
お
い
て
、
子
ど
も
が
教

育
・
保
育
を
受
け
た
場
合
、
施
設
型
給
付

費
や
地
域
型
保
育
給
付
費
を
施
設
等
が
受

け
取
る
こ
と
と
な
っ
た（
保
護
者
に
代
わ

り
施
設
が
給
付
を
受
け
る
法
定
代
理
受
領

制
度
）。
当
該
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は

市
町
村
が
定
め
る
条
例
に
よ
る
運
営
に
関

す
る
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
た
め
そ

の
運
営
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準（
平

成
26
年
内
閣
府
令
第
39
号
）の
規
定
に
よ

る
も
の
と
す
る
。）施
行
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
施
行
の
日
か
ら
。

〈
主
な
基
準
〉

・
定
員

保
育
所　

20
人
以
上

家
庭
的
保
育
：
１
〜
５
人

小
規
模
保
育
：
６
〜
19
人

居
宅
訪
問
型
保
育
：
１
人

事
業
所
内
保
育
：
地
域
の
子
ど
も
の
保

育
を
一
定
割
合
実
施

・
教
育
・
保
育
の
提
供
基
準

幼
稚
園　

幼
稚
園
教
育
要
領

保
育
所　

保
育
所
保
育
指
針

地
域
型
保
育
事
業　

保
育
所
保
育
指
針

に
準
ず
る

・
施
設
・
事
業
の
目
的
及
び
運
営
方
針
を

定
め
る
こ
と

・
開
所
日
、
開
所
時
間
、
休
業
日
等
を
定

め
る
こ
と

・
緊
急
時
、
災
害
時
の
対
応
方
法
や
虐
待

防
止
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と

　

小
野
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
の

認
可
保
育
所（
利
用
定
員
20
名
以
上
）の
枠

組
み
に
加
え
、
①
家
庭
的
保
育
事
業（
５

人
以
下
）、
②
小
規
模
保
育
事
業（
６
人
以

上
19
人
以
下
）、
③
保
育
が
必
要
な
者
の

家
庭
で
保
育
を
行
う
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
、
④
事
業
所
内
保
育
所
を
従
業
員
の
子

ど
も
に
限
ら
ず
地
域
の
子
ど
も
に
も
開
放

し
た
事
業
所
内
保
育
事
業
の
４
つ
の
類
型

が
、
新
た
に
市
の
認
可
事
業
と
し
て
設
け

ら
れ
た
。
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
に

当
た
っ
て
は
、
市
町
村
は
国
が
定
め
る
基

準
を
踏
ま
え
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
設
備
及
び
運
営
基
準
を
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
。（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準（
平
成
26

年
厚
生
労
働
省
令
第
61
号
）の
規
定
に
よ

る
も
の
と
す
る
）施
行
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
施
行
の
日
か
ら
。

〈
主
な
基
準
〉

・
職
員
数

家
庭
的
保
育　

０
〜
２
歳
児　

３
：
１

小
規
模
保
育　

０
歳
児　
　
　

３
：
１

１
〜
２
歳
児　

６
：
１

居
宅
訪
問
型
保
育

　
　
　
　
　
　

０
〜
２
歳
児　

１
：
１

事
業
所
内
保
育　

定
員
20
名
以
上　

保

育
所
と
同
じ（
県
の
基
準
）

定
員
19
名
以
下　

小
規
模
保
育
と
同
じ

・
そ
の
他
４
つ
の
類
型
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
職
員
の
資
格
要
件（
保
育
士
資
格
）や

施
設
の
設
備
、
防
火
設
備
等
の
安
全
対

策
、
給
食
の
提
供
体
制
、
児
童
一
人
あ

た
り
の
必
要
面
積
等
を
規
定

　

小
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業（
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
）の
届
出
を
市
町
村
に
対
し
行
う
こ
と

と
な
り
、
事
業
に
係
る
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
新
た
に
基
準
を
設
け

よ
う
と
す
る
も
の
。（
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準（
平
成
26
年
厚
生
労
働
省
令
第
63
号
）の

規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。）施
行
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
の
日
か
ら
。

〈
主
な
基
準
〉

・
職
員
数

支
援
単
位
毎（
ク
ラ
ス
毎
）に
２
名
以
上

の
放
課
後
児
童
支
援
員
を
配
置
。（
う

ち
１
名
は
補
助
員
で
対
応
可
）

・
支
援
員
の
資
格

保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
高
校
卒
業
者

で
２
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し

た
者
、
教
員
免
許
を
有
す
る
者
等
。

・
支
援
単
位
の
規
模

児
童
数
は
概
ね
40
人
以
下
と
す
る
。

・
施
設
、
設
備

専
用
区
画
を
設
け
、
専
用
の
設
備
、
備

品
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

・
開
所
時
間
・
日
数

休
日
は
１
日
８
時
間
、
そ
れ
以
外
は
１

日
３
時
間
以
上
開
所
し
、
開
所
日
数
は
、

年
間
２
５
０
日
以
上
と
す
る
。

　

小
野
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正（
Ｈ
26
．
３
．
31
）に

伴
い
、
法
人
市
民
税
割
の
税
率
引
下
げ
や
、

軽
自
動
車
税
の
税
率
引
き
上
げ
な
ど
の
ほ

か
必
要
な
規
定
の
整
備
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

〈
主
な
改
正
点
〉

１　

法
人
市
民
税
の
税
率
を
見
直
す
も
の
。

法
人
税
割
の
税
率
：（
現
行
）１
４
．
７

％⇒

（
改
正
後
）１
２
．
１
％

引
下
げ
分
は
国
が
地
方
法
人
税
を
創
設

し
、
交
付
税
と
し
て
再
配
分
。

２　

軽
自
動
車
税
の
税
率
を
変
更
す
る
も

の
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

9月
定例会
9月
定例会

３　

償
却
資
産
の
課
税
標
準
の
特
例（
減

額
）を
、
水
質
汚
濁
防
止
施
設
、
大
気

汚
染
排
出
抑
制
施
設
、
洪
水
時
の
避
難

浸
水
の
防
止
設
備
、
ノ
ン
フ
ロ
ン
設
備

等
に
つ
い
て
追
加
規
定
す
る
も
の
。

※

施
設
、
設
備
の
種
類
に
よ
り
１
／
３

〜
３
／
４
の
割
合
で
軽
減
。

現
時
点
で
は
、
市
内
該
当
設
備
な
し
。

４　

耐
震
改
修
が
行
わ
れ
た
多
数
の
者
が

利
用
す
る
既
存
建
物（
病
院
、
旅
館
等
）

に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
創

設
。

※

２
年
度
間
対
象
建
物
の
税
額
を
１
／

２
減
額
。

５　

そ
の
他
、
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

う
条
ず
れ
、
規
定
等
の
整
理
。

　

小
野
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
の
名
称
が

「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」

に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
の
引

用
箇
所
の
改
正
を
行
う
も
の
。
施
行
は
、

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら

　

播
磨
内
陸
広
域
行
政
協
議
会
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
播
磨
内

陸
広
域
行
政
協
議
会
規
約
中
、
地
方
自
治

法
を
引
用
し
て
い
る
条
文
中
の
条
ず
れ
を

改
正
す
る
も
の
。

　

協
議
会
設
置
根
拠
規
定
で
あ
る
地
方
自

治
法
第
２
５
２
条
の
２
が
第
２
５
２
条
の

２
の
２
に
変
更
さ
れ
た
た
め
。

平
成
26
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
１
８
０
，
４
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
９
，
３
１
１
，
９
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
△
１
，
０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　
　

６
，
０
５
６
，
０
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
９
８
，
１
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　
　

３
，７
３
６
，
１
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
１
２
，７
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　
　
　
　
４
７
６
，７
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

収
益
的
収
入

補　

正　

額　
　
　
　
１
４
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，５
９
１
，
０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

補　

正　

額　
　
　
　
　
６
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，
８
７
７
，
０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

補　

正　

額　
　
　
　
４
０
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，
１
８
７
，
０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

補　

正　

額　
　
　
　
７
１
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，
６
０
６
，
０
０
０
千
円

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
29
日
間
開
催
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

条
例
制
定
な
ど
を
含
む
議
案
16
件
を
原
案
の
と
お
り
、
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。



③

小野市議会だより

　

小
野
市
保
育
給
付
資
格
の
認
定
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

い
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
育
を
受

け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
が
市
町
村

に
よ
る
保
育

給
付
を
受
け

る
資
格
や
保

育
の
必
要
量

等
の
認
定
が

必
要
と
な
っ

た
た
め
、
保

育
給
付
を
受

け
る
た
め
の

客
観
的
な
基

準
を
定
め
よ

う
と
す
る
も

の
。
こ
れ
ま

で
の
入
所
基

準
で
あ
る
小
野
市
保
育
所
に
お
け
る
保
育

に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
を
行
う
。
施

行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
の

日
か
ら
。

〈
現
行
基
準
か
ら
の
主
な
変
更
点
〉

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
に

規
定
す
る
保
護
者
の
一
月
あ
た
り
の
就

労
時
間
の
下
限
に
つ
い
て
は
48
時
間

（
同
規
則
で
最
も
緩
和
さ
れ
た
基
準
）と

す
る
。

・
新
た
に
求
職
中
、
就
学
中
、
虐
待
や
Ｄ

Ｖ
等
も
認
定
の
対
象
と
し
て
明
文
化
。

・
給
付
資
格
の
判
断
に
あ
た
り
同
居
の
親

族
が
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

を
削
除
。

　

小
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

い
、
市
町
村
の
確
認
を
受
け
た
教
育
・
保

育
施
設（
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
）や
地
域
型
保
育
事
業（
小
規
模
保
育
、

家
庭
的
保
育
、
事
業
所
内
保
育
、
居
宅
訪

問
型
保
育
）に
お
い
て
、
子
ど
も
が
教

育
・
保
育
を
受
け
た
場
合
、
施
設
型
給
付

費
や
地
域
型
保
育
給
付
費
を
施
設
等
が
受

け
取
る
こ
と
と
な
っ
た（
保
護
者
に
代
わ

り
施
設
が
給
付
を
受
け
る
法
定
代
理
受
領

制
度
）。
当
該
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は

市
町
村
が
定
め
る
条
例
に
よ
る
運
営
に
関

す
る
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
た
め
そ

の
運
営
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準（
平

成
26
年
内
閣
府
令
第
39
号
）の
規
定
に
よ

る
も
の
と
す
る
。）施
行
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
施
行
の
日
か
ら
。

〈
主
な
基
準
〉

・
定
員

保
育
所　

20
人
以
上

家
庭
的
保
育
：
１
〜
５
人

小
規
模
保
育
：
６
〜
19
人

居
宅
訪
問
型
保
育
：
１
人

事
業
所
内
保
育
：
地
域
の
子
ど
も
の
保

育
を
一
定
割
合
実
施

・
教
育
・
保
育
の
提
供
基
準

幼
稚
園　

幼
稚
園
教
育
要
領

保
育
所　

保
育
所
保
育
指
針

地
域
型
保
育
事
業　

保
育
所
保
育
指
針

に
準
ず
る

・
施
設
・
事
業
の
目
的
及
び
運
営
方
針
を

定
め
る
こ
と

・
開
所
日
、
開
所
時
間
、
休
業
日
等
を
定

め
る
こ
と

・
緊
急
時
、
災
害
時
の
対
応
方
法
や
虐
待

防
止
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と

　

小
野
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
の

認
可
保
育
所（
利
用
定
員
20
名
以
上
）の
枠

組
み
に
加
え
、
①
家
庭
的
保
育
事
業（
５

人
以
下
）、
②
小
規
模
保
育
事
業（
６
人
以

上
19
人
以
下
）、
③
保
育
が
必
要
な
者
の

家
庭
で
保
育
を
行
う
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
、
④
事
業
所
内
保
育
所
を
従
業
員
の
子

ど
も
に
限
ら
ず
地
域
の
子
ど
も
に
も
開
放

し
た
事
業
所
内
保
育
事
業
の
４
つ
の
類
型

が
、
新
た
に
市
の
認
可
事
業
と
し
て
設
け

ら
れ
た
。
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
に

当
た
っ
て
は
、
市
町
村
は
国
が
定
め
る
基

準
を
踏
ま
え
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
設
備
及
び
運
営
基
準
を
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
。（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準（
平
成
26

年
厚
生
労
働
省
令
第
61
号
）の
規
定
に
よ

る
も
の
と
す
る
）施
行
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
施
行
の
日
か
ら
。

〈
主
な
基
準
〉

・
職
員
数

家
庭
的
保
育　

０
〜
２
歳
児　

３
：
１

小
規
模
保
育　

０
歳
児　
　
　

３
：
１

１
〜
２
歳
児　

６
：
１

居
宅
訪
問
型
保
育

　
　
　
　
　
　

０
〜
２
歳
児　

１
：
１

事
業
所
内
保
育　

定
員
20
名
以
上　

保

育
所
と
同
じ（
県
の
基
準
）

定
員
19
名
以
下　

小
規
模
保
育
と
同
じ

・
そ
の
他
４
つ
の
類
型
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
職
員
の
資
格
要
件（
保
育
士
資
格
）や

施
設
の
設
備
、
防
火
設
備
等
の
安
全
対

策
、
給
食
の
提
供
体
制
、
児
童
一
人
あ

た
り
の
必
要
面
積
等
を
規
定

　

小
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業（
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
）の
届
出
を
市
町
村
に
対
し
行
う
こ
と

と
な
り
、
事
業
に
係
る
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
新
た
に
基
準
を
設
け

よ
う
と
す
る
も
の
。（
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準（
平
成
26
年
厚
生
労
働
省
令
第
63
号
）の

規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。）施
行
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
の
日
か
ら
。

〈
主
な
基
準
〉

・
職
員
数

支
援
単
位
毎（
ク
ラ
ス
毎
）に
２
名
以
上

の
放
課
後
児
童
支
援
員
を
配
置
。（
う

ち
１
名
は
補
助
員
で
対
応
可
）

・
支
援
員
の
資
格

保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
高
校
卒
業
者

で
２
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し

た
者
、
教
員
免
許
を
有
す
る
者
等
。

・
支
援
単
位
の
規
模

児
童
数
は
概
ね
40
人
以
下
と
す
る
。

・
施
設
、
設
備

専
用
区
画
を
設
け
、
専
用
の
設
備
、
備

品
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

・
開
所
時
間
・
日
数

休
日
は
１
日
８
時
間
、
そ
れ
以
外
は
１

日
３
時
間
以
上
開
所
し
、
開
所
日
数
は
、

年
間
２
５
０
日
以
上
と
す
る
。

　

小
野
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正（
Ｈ
26
．
３
．
31
）に

伴
い
、
法
人
市
民
税
割
の
税
率
引
下
げ
や
、

軽
自
動
車
税
の
税
率
引
き
上
げ
な
ど
の
ほ

か
必
要
な
規
定
の
整
備
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

〈
主
な
改
正
点
〉

１　

法
人
市
民
税
の
税
率
を
見
直
す
も
の
。

法
人
税
割
の
税
率
：（
現
行
）１
４
．
７

％⇒

（
改
正
後
）１
２
．
１
％

引
下
げ
分
は
国
が
地
方
法
人
税
を
創
設

し
、
交
付
税
と
し
て
再
配
分
。

２　

軽
自
動
車
税
の
税
率
を
変
更
す
る
も

の
。

３　

償
却
資
産
の
課
税
標
準
の
特
例（
減

額
）を
、
水
質
汚
濁
防
止
施
設
、
大
気

汚
染
排
出
抑
制
施
設
、
洪
水
時
の
避
難

浸
水
の
防
止
設
備
、
ノ
ン
フ
ロ
ン
設
備

等
に
つ
い
て
追
加
規
定
す
る
も
の
。

※

施
設
、
設
備
の
種
類
に
よ
り
１
／
３

〜
３
／
４
の
割
合
で
軽
減
。

現
時
点
で
は
、
市
内
該
当
設
備
な
し
。

４　

耐
震
改
修
が
行
わ
れ
た
多
数
の
者
が

利
用
す
る
既
存
建
物（
病
院
、
旅
館
等
）

に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
創

設
。

※

２
年
度
間
対
象
建
物
の
税
額
を
１
／

２
減
額
。

５　

そ
の
他
、
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

う
条
ず
れ
、
規
定
等
の
整
理
。

　

小
野
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
の
名
称
が

「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」

に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
の
引

用
箇
所
の
改
正
を
行
う
も
の
。
施
行
は
、

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら

　

播
磨
内
陸
広
域
行
政
協
議
会
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
播
磨
内

陸
広
域
行
政
協
議
会
規
約
中
、
地
方
自
治

法
を
引
用
し
て
い
る
条
文
中
の
条
ず
れ
を

改
正
す
る
も
の
。

　

協
議
会
設
置
根
拠
規
定
で
あ
る
地
方
自

治
法
第
２
５
２
条
の
２
が
第
２
５
２
条
の

２
の
２
に
変
更
さ
れ
た
た
め
。

平
成
26
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
１
８
０
，
４
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
９
，
３
１
１
，
９
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
△
１
，
０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　
　

６
，
０
５
６
，
０
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
９
８
，
１
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　
　

３
，７
３
６
，
１
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
１
２
，７
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　
　
　
　
４
７
６
，７
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

収
益
的
収
入

補　

正　

額　
　
　
　
１
４
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，５
９
１
，
０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

補　

正　

額　
　
　
　
　
６
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，
８
７
７
，
０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

補　

正　

額　
　
　
　
４
０
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，
１
８
７
，
０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

補　

正　

額　
　
　
　
７
１
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，
６
０
６
，
０
０
０
千
円

原動機付自転車及び２輪車
［Ｈ27年度分以降の軽自動車税］

原動機付自転車
50cc以下
50cc超90cc以下
90cc超125cc以下
ミニカー
２輪の軽自動車
（125cc超250cc以下）
２輪の小型自動車
（250cc超）

現　行

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円

2,400円

4,000円

改正後

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円

3,600円

6,000円 最初の新規検査から13年を経過した４輪以
上及び３輪の軽自動車に対する重課税（新設）
［H28年度分以降の軽自動車税について適用］

４輪以上
乗用・営業用
乗用・自家用
貨物用・営業用
貨物用・自家用
３輪のもの

8,200円
12,900円
4,500円
6,000円
4,600円

４輪以上及び３輪の軽自動車
［H27.4.1以降に新規取得される新車から適用］

４輪以上
乗用・営業用
乗用・自家用
貨物用・営業用
貨物用・自家用
３輪のもの

現　行

5,500円
7,200円
3,000円
4,000円
3,100円

改正後

6,900円
10,800円
3,800円
5,000円
3,900円

小型特殊自動車
［Ｈ27年度分以降の軽自動車税］

農耕作業用
その他特殊車両

現行
1,600円
4,700円

改正後
2,400円
5,900円



④

小野市議会だより

　

小
野
市
保
育
給
付
資
格
の
認
定
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

い
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
育
を
受

け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
が
市
町
村

に
よ
る
保
育

給
付
を
受
け

る
資
格
や
保

育
の
必
要
量

等
の
認
定
が

必
要
と
な
っ

た
た
め
、
保

育
給
付
を
受

け
る
た
め
の

客
観
的
な
基

準
を
定
め
よ

う
と
す
る
も

の
。
こ
れ
ま

で
の
入
所
基

準
で
あ
る
小
野
市
保
育
所
に
お
け
る
保
育

に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
を
行
う
。
施

行
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
の

日
か
ら
。

〈
現
行
基
準
か
ら
の
主
な
変
更
点
〉

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
に

規
定
す
る
保
護
者
の
一
月
あ
た
り
の
就

労
時
間
の
下
限
に
つ
い
て
は
48
時
間

（
同
規
則
で
最
も
緩
和
さ
れ
た
基
準
）と

す
る
。

・
新
た
に
求
職
中
、
就
学
中
、
虐
待
や
Ｄ

Ｖ
等
も
認
定
の
対
象
と
し
て
明
文
化
。

・
給
付
資
格
の
判
断
に
あ
た
り
同
居
の
親

族
が
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

を
削
除
。

　

小
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
に
伴

い
、
市
町
村
の
確
認
を
受
け
た
教
育
・
保

育
施
設（
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど

も
園
）や
地
域
型
保
育
事
業（
小
規
模
保
育
、

家
庭
的
保
育
、
事
業
所
内
保
育
、
居
宅
訪

問
型
保
育
）に
お
い
て
、
子
ど
も
が
教

育
・
保
育
を
受
け
た
場
合
、
施
設
型
給
付

費
や
地
域
型
保
育
給
付
費
を
施
設
等
が
受

け
取
る
こ
と
と
な
っ
た（
保
護
者
に
代
わ

り
施
設
が
給
付
を
受
け
る
法
定
代
理
受
領

制
度
）。
当
該
給
付
を
受
け
る
た
め
に
は

市
町
村
が
定
め
る
条
例
に
よ
る
運
営
に
関

す
る
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
た
め
そ

の
運
営
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準（
平

成
26
年
内
閣
府
令
第
39
号
）の
規
定
に
よ

る
も
の
と
す
る
。）施
行
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
施
行
の
日
か
ら
。

〈
主
な
基
準
〉

・
定
員

保
育
所　

20
人
以
上

家
庭
的
保
育
：
１
〜
５
人

小
規
模
保
育
：
６
〜
19
人

居
宅
訪
問
型
保
育
：
１
人

事
業
所
内
保
育
：
地
域
の
子
ど
も
の
保

育
を
一
定
割
合
実
施

・
教
育
・
保
育
の
提
供
基
準

幼
稚
園　

幼
稚
園
教
育
要
領

保
育
所　

保
育
所
保
育
指
針

地
域
型
保
育
事
業　

保
育
所
保
育
指
針

に
準
ず
る

・
施
設
・
事
業
の
目
的
及
び
運
営
方
針
を

定
め
る
こ
と

・
開
所
日
、
開
所
時
間
、
休
業
日
等
を
定

め
る
こ
と

・
緊
急
時
、
災
害
時
の
対
応
方
法
や
虐
待

防
止
の
措
置
等
を
定
め
る
こ
と

　

小
野
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
の

認
可
保
育
所（
利
用
定
員
20
名
以
上
）の
枠

組
み
に
加
え
、
①
家
庭
的
保
育
事
業（
５

人
以
下
）、
②
小
規
模
保
育
事
業（
６
人
以

上
19
人
以
下
）、
③
保
育
が
必
要
な
者
の

家
庭
で
保
育
を
行
う
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
、
④
事
業
所
内
保
育
所
を
従
業
員
の
子

ど
も
に
限
ら
ず
地
域
の
子
ど
も
に
も
開
放

し
た
事
業
所
内
保
育
事
業
の
４
つ
の
類
型

が
、
新
た
に
市
の
認
可
事
業
と
し
て
設
け

ら
れ
た
。
家
庭
的
保
育
事
業
等
を
行
う
に

当
た
っ
て
は
、
市
町
村
は
国
が
定
め
る
基

準
を
踏
ま
え
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
設
備
及
び
運
営
基
準
を
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
。（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準（
平
成
26

年
厚
生
労
働
省
令
第
61
号
）の
規
定
に
よ

る
も
の
と
す
る
）施
行
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
施
行
の
日
か
ら
。

〈
主
な
基
準
〉

・
職
員
数

家
庭
的
保
育　

０
〜
２
歳
児　

３
：
１

小
規
模
保
育　

０
歳
児　
　
　

３
：
１

１
〜
２
歳
児　

６
：
１

居
宅
訪
問
型
保
育

　
　
　
　
　
　

０
〜
２
歳
児　

１
：
１

事
業
所
内
保
育　

定
員
20
名
以
上　

保

育
所
と
同
じ（
県
の
基
準
）

定
員
19
名
以
下　

小
規
模
保
育
と
同
じ

・
そ
の
他
４
つ
の
類
型
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
職
員
の
資
格
要
件（
保
育
士
資
格
）や

施
設
の
設
備
、
防
火
設
備
等
の
安
全
対

策
、
給
食
の
提
供
体
制
、
児
童
一
人
あ

た
り
の
必
要
面
積
等
を
規
定

　

小
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業（
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
）の
届
出
を
市
町
村
に
対
し
行
う
こ
と

と
な
り
、
事
業
に
係
る
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
に
つ
い
て
、
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
新
た
に
基
準
を
設
け

よ
う
と
す
る
も
の
。（
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準（
平
成
26
年
厚
生
労
働
省
令
第
63
号
）の

規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。）施
行
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
の
日
か
ら
。

〈
主
な
基
準
〉

・
職
員
数

支
援
単
位
毎（
ク
ラ
ス
毎
）に
２
名
以
上

の
放
課
後
児
童
支
援
員
を
配
置
。（
う

ち
１
名
は
補
助
員
で
対
応
可
）

・
支
援
員
の
資
格

保
育
士
、
社
会
福
祉
士
、
高
校
卒
業
者

で
２
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し

た
者
、
教
員
免
許
を
有
す
る
者
等
。

・
支
援
単
位
の
規
模

児
童
数
は
概
ね
40
人
以
下
と
す
る
。

・
施
設
、
設
備

専
用
区
画
を
設
け
、
専
用
の
設
備
、
備

品
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

・
開
所
時
間
・
日
数

休
日
は
１
日
８
時
間
、
そ
れ
以
外
は
１

日
３
時
間
以
上
開
所
し
、
開
所
日
数
は
、

年
間
２
５
０
日
以
上
と
す
る
。

　

小
野
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正（
Ｈ
26
．
３
．
31
）に

伴
い
、
法
人
市
民
税
割
の
税
率
引
下
げ
や
、

軽
自
動
車
税
の
税
率
引
き
上
げ
な
ど
の
ほ

か
必
要
な
規
定
の
整
備
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

〈
主
な
改
正
点
〉

１　

法
人
市
民
税
の
税
率
を
見
直
す
も
の
。

法
人
税
割
の
税
率
：（
現
行
）１
４
．
７

％⇒

（
改
正
後
）１
２
．
１
％

引
下
げ
分
は
国
が
地
方
法
人
税
を
創
設

し
、
交
付
税
と
し
て
再
配
分
。

２　

軽
自
動
車
税
の
税
率
を
変
更
す
る
も

の
。

３　

償
却
資
産
の
課
税
標
準
の
特
例（
減

額
）を
、
水
質
汚
濁
防
止
施
設
、
大
気

汚
染
排
出
抑
制
施
設
、
洪
水
時
の
避
難

浸
水
の
防
止
設
備
、
ノ
ン
フ
ロ
ン
設
備

等
に
つ
い
て
追
加
規
定
す
る
も
の
。

※

施
設
、
設
備
の
種
類
に
よ
り
１
／
３

〜
３
／
４
の
割
合
で
軽
減
。

現
時
点
で
は
、
市
内
該
当
設
備
な
し
。

４　

耐
震
改
修
が
行
わ
れ
た
多
数
の
者
が

利
用
す
る
既
存
建
物（
病
院
、
旅
館
等
）

に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の
創

設
。

※

２
年
度
間
対
象
建
物
の
税
額
を
１
／

２
減
額
。

５　

そ
の
他
、
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

う
条
ず
れ
、
規
定
等
の
整
理
。

　

小
野
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
の
名
称
が

「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」

に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
の
引

用
箇
所
の
改
正
を
行
う
も
の
。
施
行
は
、

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら

　

播
磨
内
陸
広
域
行
政
協
議
会
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
播
磨
内

陸
広
域
行
政
協
議
会
規
約
中
、
地
方
自
治

法
を
引
用
し
て
い
る
条
文
中
の
条
ず
れ
を

改
正
す
る
も
の
。

　

協
議
会
設
置
根
拠
規
定
で
あ
る
地
方
自

治
法
第
２
５
２
条
の
２
が
第
２
５
２
条
の

２
の
２
に
変
更
さ
れ
た
た
め
。

平
成
26
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
１
８
０
，
４
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
９
，
３
１
１
，
９
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
△
１
，
０
０
０
千
円
減
額

補
正
後
総
額　
　

６
，
０
５
６
，
０
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
９
８
，
１
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　
　

３
，７
３
６
，
１
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補　

正　

額　
　
　
　
　
１
２
，７
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　
　
　
　
４
７
６
，７
０
０
千
円

平
成
26
年
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

収
益
的
収
入

補　

正　

額　
　
　
　
１
４
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，５
９
１
，
０
０
０
千
円

収
益
的
支
出

補　

正　

額　
　
　
　
　
６
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，
８
７
７
，
０
０
０
千
円

資
本
的
収
入

補　

正　

額　
　
　
　
４
０
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，
１
８
７
，
０
０
０
千
円

資
本
的
支
出

補　

正　

額　
　
　
　
７
１
，
０
０
０
千
円
追
加

補
正
後
総
額　

１
，
６
０
６
，
０
０
０
千
円

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

主

な

議

案

主

な

議

案

主

な

議

案

主

な

議

案

一般会計補正予算の主な内容
　今回の補正予算は、社会保障・税番号制度に係るシステム改修費、給食セン
ター建設に係る用地購入および造成工事費、職員の人事異動に伴う人件費等の
ほか、道路環境や交通安全機能の向上を目指す区画線の重点整備、防犯対策の
ため安全安心パトロール車へのドライブレコーダー搭載、防犯灯ＬＥＤ化促進
補助金を追加。その他、国の制度改正に伴う保育や農地関連経費を措置してい
ます。

内 容
安全安心パトロール経費
防犯機能強化のためドライブレコーダーを青パト（８
台）へ搭載
防犯灯設置事業経費
既設防犯灯（蛍光灯・水銀灯等）のＬＥＤ化を補助
社会保障・税番号制度関係システム整備経費
マイナンバー制度導入に係る関連システム改修（特別
会計含む）
子育て世帯臨時特例給付金給付経費
支給対象世帯およびその児童数の増加
一時預かり保育事業
幼児預かり事業に係る国の補助基準額の増による
病児・病後児保育事業
当初開設費補助基準額の増による
小野市民病院診療費未収金徴収事務経費
支払督促および文書催促による徴収強化
特産品研究開発事業経費
特産品開発グループへの備品購入費補助
農地中間管理機構集積・集約化活動経費
農地の集積・経営転換事業経費の増
多面的機能支払事業経費
農地・水路・農道等の環境保全に係る補助対象地域の増
市単独交通安全施設整備事業
道路環境・交通安全機能の向上のため区画線を整備
給食センター整備事業
給食センター整備に伴う用地購入および造成工事
人件費補正
職員の人事異動に伴う人件費等の補正

担 当 課

市民安全部

市民安全部

情報管理課
市民課

高齢介護課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

健康課

地域交流推進課

産業課

産業課

道路河川課

教育総務課

総務課

補正額

300

2,000

43,816

8,700

12,300

3,547

2,000

600

14,060

4,200

10,000

102,100

△46,575

補正後

54,061

3,000

43,816

75,900

20,770

10,697

37,356

4,785

19,102

41,100

22,000

124,100

3,059,118

（単位：千円）平成26年度 一般会計９月補正予算概要



⑤

小野市議会だより

髙
坂
純
子
議
員

・
幼
児
２
人
同
乗
用（
３
人
乗
り
）自
転
車
の
無
償
レ
ン
タ

ル
事
業
廃
止
に
つ
い
て

・
外
国
人
医
療
通
訳
に
つ
い
て

・
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

河
島
三
奈
議
員

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
小
野
市
に
お
け
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て

・
災
害
危
険
箇
所
の
把
握
と
防
災
対
策
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
美
し
い
ま
ち
小
野
市
の
取
組
に
つ
い
て

・
公
務
員
給
与
の
総
合
見
直
し
に
つ
い
て

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
係
る
関
連
シ
ス
テ
ム
改
修

に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
小
野
市
の
域
学
連
携
と
地
域
振
興
に
つ
い
て

小
林
千
津
子
議
員

・
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

加
島
　
淳
議
員

・
ホ
テ
ル
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
と
自
衛
隊
参
加
に
つ
い
て

・
公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
64
号
の
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
基
準
に
つ
い
て

前
田
光
教
議
員

・
河
合
小
中
一
貫
校
に
向
け
て
の
取
組
に
つ
い
て

・
小
野
長
寿
の
郷（
仮
称
）構
想
に
お
け
る
福
祉
拠
点
先
行

整
備
事
業
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
市
道
整
備
事
業
及
び
市
道
区
画
線
の
管
理
方
針
に
つ
い
て

岡
嶋
正
昭
議
員

・
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

・
市
街
地
に
お
け
る
雨
水
対
策
に
つ
い
て

・
市
長
選
挙
に
向
け
て

一
般
質
問
発
言
者

一
般
質
問
発
言
者

一
般
質
問
発
言
者

市議会ホームページ内の「ビデオライブラリ」か
らも、議会の様子をご覧いただけます。
ＨＰアドレス：http://www.ono-sigikai. jp/

市議会ホームページ内の「ビデオライブラリ」か
らも、議会の様子をご覧いただけます。
ＨＰアドレス：http://www.ono-sigikai. jp/（一般質問は発言した議員が編集しました）

平成26年
9月定例会
平成26年
9月定例会
平成26年
9月定例会
平成26年
9月定例会

（今日のおはなしなんだろうな！心ぽかぽかあったかい）（今日のおはなしなんだろうな！心ぽかぽかあったかい）



⑥

小野市議会だより

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

市
民
ク
ラ
ブ

髙
坂
純
子
議
員

改
革
ク
ラ
ブ

河
島
三
奈
議
員

幼
児
２
人
同
乗
用（
三
人
乗
り
）自

転
車
の
無
償
レ
ン
タ
ル
事
業
廃
止

に
つ
い
て

　
　
　

事
業
目
的
と
終
了
理
由
に
つ
い
て
。

引
き
続
き
の
継
続
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

幼
児
２
人
同
乗
自
転
車
の
普
及
並

び
に
自
転
車
の
安
全
利
用
の
意
識
向
上
が

事
業
目
的
で
あ
り
、
５
年
間
で
目
的
は
達

成
で
き
た
。
ま
た
、
自
転
車
の
耐
用
年
数

を
既
に
超
え
て
い
る
こ
と
や
、
バ
ッ
テ
リ

ー
、
タ
イ
ヤ
な
ど
の
消
耗
品
の
経
年
劣
化

に
よ
り
安
全
性
が
担
保
で
き
な
い
こ
と
を

踏
ま
え
来
年
二
月
で
終
了
す
る
。
尚
、
終

了
後
の
自
転
車
に
お
い
て
は
、
教
育
委
員

会
へ
委
ね
る
考
え
も
あ
る
。
（
市
当
局
）

　

利
用
者
の
地
域
も
限
ら
れ
て
い
る
。
半

額
負
担
を
し
て
で
も
購
入
し
た
い
と
い
う

人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
な
ら
検
討
の
余
地

も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
長
）

外
国
人
医
療
通
訳
に
つ
い
て

　
　
　

小
野
市
在
住
の
外
国
人
市
民
は
、

七
月
末
で
、
22
カ
国　

５
７
３
人
で
あ
る
。

医
療
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
上
手
く
い
か
な
い
場
合
は
、
国
際
交
流

協
会
と
の
連
携
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

こ
こ
５
年
間
で
市
役
所
・
医
療
関

係
へ
の
相
談
は
４
件
と
把
握
し
て
い
る
。

大
き
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
が
、
今
後

も
連
携
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
市
当
局
）

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　
　
　

市
内
の
保
育
所
が
目
指
す
方
向
性

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

今
後
、
児
童
数
の
減
少
等
に
よ
り
、

統
廃
合
を
含
め
検
討
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
な
ど
も
想
定
す
る
と
、
利
用
者
の

身
近
に
あ
る
施
設
と
し
て
は
、
幼
児
教

育
・
保
育
を
一
体
的
に
提
供
す
る
機
能
と
、

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
行
う
機
能

と
を
併
せ
持
つ
、
認
定
こ
ど
も
園（
多
機

能
な
施
設
）が
、
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。　

（
市
当
局
）

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

認
定
子
ど
も
園
を
仮
に
創
設
し
た

と
し
て
、
保
護
者
や
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
ま
た
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

保
護
者
の
場
合
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
特
に
な
く
、
こ
ど
も
園
を
利
用
し
や
す

く
な
る
と
い
う
点
で
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
安
定
的

な
運
営
が
期
待
で
き
る
。
職
員
に
は
、

免
許
や
資
格
を
取
得
し
易
く
な
る
。
デ
メ

リ
ッ
ト
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
保
育
料

の
徴
収
な
ど
の
新
た
な
事
務
の
発
生
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。　
　
　
　

（
市
当
局
）

　

現
在
市
内
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
幼
稚

園
機
能
に
対
す
る
期
待
が
読
み
取
れ
、
保

育
機
能
の
付
加
や
、
民
営
化
へ
の
意
見
は

な
く
現
行
体
制
の
中
で
更
な
る
良
質
な
就

学
前
教
育
を
展
開
し
て
い
く
。（
市
当
局
）

　
　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
市
民

に
対
す
る
周
知
の
為
に
工
夫
し
て
い
る
か

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
計
画
は
な
い
か
。

　
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
意
見

の
集
約
や
広
報
で
の
特
集
記
事
等
で
周
知

を
図
る
。
市
民
参
加
型
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

関
し
て
は
検
討
す
る
。　
　

（
市
当
局
）

小
野
市
に
お
け
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
　
　

市
内
外
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

「
市
を
宣
伝
す
る
こ
と
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
海
外

等
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

定
住
促
進
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し

た
若
手
職
員
等
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
営
業
活
動（
本
年
２
月
〜
３
月
に

近
隣
企
業
40
社
実
施
）が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
紙
面
を
刷
新
し
た
広
報
お
の
、
イ
オ

ン
小
野
店
の
市
の
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
、

全
国
か
ら
受
け
入
れ
し
て
い
る
行
政
視
察

を
活
用
し
た
情
報
発
信
等
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
は
一
定
の
効
果

も
考
え
ら
れ
、
調
査
研
究
を
し
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　

（
市
当
局
）
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答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
25
年
度
決
算
は
歳
出
額
が
過

去
最
高
の
２
４
５
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
下
水

道
事
業
会
計
の
二
つ
は
慢
性
的
に
不
安
を

抱
え
て
い
ま
す
。
決
算
結
果
を
受
け
て
、

財
政
上
の
観
点
か
ら
の
評
価
を
伺
う

　
　
　

歳
出
額
が
過
去
最
高
額
と
な
り
、

市
債
残
高
は
30
億
円
増
の
１
８
８
億
円
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
市
が
現
実
に

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
50
億
円

で
、
昨
年
に
比
し
て
４
億
円
増
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
市
の
基
金
は
92
億
円

と
な
っ
て
お
り
、
災
害
の
発
生
、
新
庁
舎

の
建
設
な
ど
に
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
財
政
運

営
を
行
っ
て
お
り
、
大
災
害
で
も
起
こ
ら

ぬ
限
り
、
市
の
財
政
運
営
は
盤
石
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
（
市
当
局
・
市
長
）

災
害
危
険
箇
所
の
把
握
と
防
災
対
策

に
つ
い
て

　
　
　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
は
、
必
要

な
物
資
の
準
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
災

害
に
対
す
る
知
識
や
心
構
え
の
準
備
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
が
、
発
生
し
た
災
害
の

程
度
・
規
模
に
応
じ
た
行
動
指
針
や
そ
の

啓
発
に
つ
い
て
の
取
組
を
伺
う
。

　
　
　

災
害
発
生
時
に
慌
て
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
防
災
セ
ン
タ
ー
職
員
は
早
め

早
め
の
情
報
収
集
と
市
民
の
皆
様
へ
の
情

報
伝
達
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
意

識
が
な
け
れ
ば
減
災
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
「
地
域
の
住
民
は
地
域
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
準
備
・
行
動
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
内
の
自
治
会
で
は
、
地
域
独
自
の
防

災
マ
ッ
プ
作
製
の
動
き
が
広
が
っ
て
き
て

お
り
、
今
後
、
国
土
交
通
省
姫
路
河
川
国

道
事
務
所
と
協
力
し
て
、
自
治
会
の
自
主

的
な
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

（
市
当
局
）

美
し
い
ま
ち
小
野
市
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
　

河
川
脇
、
道
路
脇
、
田
ん
ぼ
及
び

あ
ぜ
道
の
雑
草
の
管
理
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

県
管
理
の
万
勝
寺
川
、
大
島
川
及

び
山
田
川
は
年
２
回
、
予
算
１
５
０
０
万

円
で
草
刈
、
堆
積
土
砂
の
撤
去
等
を
行
っ

て
い
る
。
市
管
理
の
粟
生
川
及
び
河
合
中

川
は
約
１
５
０
万
円
で
年
２
回
草
刈
を
行

い
、
他
18
の
河
川
は
地
元
に
お
願
い
し
て

い
る
。
市
道
脇
の
除
草
は
、
主
要
幹
線
を

中
心
に
約
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
年
１
〜
２

回
市
が
草
刈
し
、
そ
れ
以
外
の
約
４
０
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
地
域
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
予
算
は
約
２
０

０
０
万
円
。

　

市
道
脇
法
面
の
舗
装
に
つ
い
て
は
、
市

単
独
事
業
と
な
り
、
負
担
が
大
き
い
た
め
、

で
き
な
い
。
市
及
び
県
が
行
う
作
業
を
地

域
が
担
っ
て
い
る
場
合
、
補
助
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
し
た
い
。　
　

（
市
当
局
）

公
務
員
給
与
の
総
合
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
　

人
事
院
勧
告
に
よ
る
と
、
今
年
度

は
俸
給
表
の
０
・
３
％
及
び
勤
勉
手
当
の

年
０
・
１
５
月
分
の
引
上
げ
を
行
い
、
来

年
度
は
俸
給
表
の
平
均
２
％
引
下
げ
を
実

施
す
る
。
小
野
市
は
、
従
来
通
り
そ
れ
に

準
拠
し
、
地
域
手
当
は
支
給
し
な
い
。

（
市
当
局
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
係
る

関
連
シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て

　
　
　

制
度
の
目
的
と
内
容
及
び
住
基
ネ

ッ
ト
と
の
関
連
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

平
成
27
年
10
月
に
12
桁
の
個
人
番

号
が
全
住
民
に
通
知
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
社
会
保
障
給
付
や
住
民
が
各
種
申
請

を
行
う
際
の
、
住
民
票
や
所
得
証
明
書
の

添
付
の
省
略
等
、
利
便
性
が
良
く
な
る
。

カ
ー
ド
は
平
成
28
年
１
月
に
公
布
さ
れ
、

平
成
29
年
７
月
か
ら
目
的
ど
お
り
の
使
用

が
可
能
と
な
る
。　
　
　
　

（
市
当
局
）

市
民
ク
ラ
ブ

山
本
悟
朗
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

山
中
修
己
議
員
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答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

小
野
市
の
域
学
連
携
と
地
域
振
興

に
つ
い
て

　
　

「
域
学
連
携
と
は
、
大
学
の
学
生
と

教
員
が
地
域
の
現
場
に
入
り
、
地
域
住
民

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
方
々
と
と
も
に
、
地
域
の

課
題
解
決
や
地
域
づ
く
り
に
継
続
的
に
取

り
組
み
地
域
の
活
性
化
や
人
材
育
成
に
資

す
る
活
動
で
す
。

　

国
の
支
援
し
て
い
る
こ
の
施
策
で
、
特

産
品
の
開
発
や
観
光
振
興
等
へ
の
取
り
組

み
は
出
来
な
い
の
か
伺
う
。

　
　
　

柔
軟
な
発
想
を
持
っ
た
若
い
学
生

や
、
豊
富
な
専
門
知
識
を
有
す
る
大
学
教

員
等
と
連
携
す
る
こ
と
は
非
常
に
有
意
義

で
、
必
要
な
分
野
か
ら
取
り
組
ん
で
い
け

ば
よ
い
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

過
去
の
国
庫
補
助
事
業
の
実
施
状
況
を
見

ま
す
と
、
首
都
圏
や
京
阪
神
等
の
大
学
の

学
生
達
が
過
疎
地
や
離
島
に
一
定
期
間
滞

在
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

総
務
省
の
採
択
基
準
は
厳
し
い
と
考
え
ま

す
。
以
上
の
理
由
で
当
市
に
お
き
ま
し
て

は
、「
市
民
交
流
ホ
ー
ル
」、「
ホ
テ
ル
の

オ
ー
プ
ン
」
を
見
据
え
「
市
民
交
流
ホ
ー

ル
の
活
用
方
法
」
や
「
地
域
資
源
を
生
か

し
た
バ
ン
ケ
ッ
ト
事
業
」
に
つ
い
て
関
西

国
際
大
学
人
間
科
学
部
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
た
よ
う
に
、
ま
ず
、
必
要
な
分
野
に
お

い
て
、
近
隣
の
大
学
と
連
携
す
る
「
域
学

連
携
」
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

　
　

「
域
学
連
携
」
の
考
え
方
で
一
歩

進
め
た
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
展
開
で
き
な
い

か
伺
う
。

　
　
　

小
野
市
で
は
、
統
一
的
な
地
域
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
の
「
お
の
恋
」
を
定
着
さ

せ
よ
う
と
、
商
工
会
議
所
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
北
播
磨
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
観

光
協
会
が
連
携
し
て
平
成
23
年
６
月
に

「
お
の
恋
」
の
商
標
登
録
を
行
い
、
小
野

市
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
で
も
知
名
度
が
高
く
好
調
な

売
り
上
げ
を
誇
る
商
品
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
お
の
恋
ご
は
ん
」
や
「
お
の
恋
み
や

げ
」
等
、
上
質
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

等
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て

　
　
　

小
野
市
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
も
総
人
口
の
四
分
の
一
に
ま
で
な
り
、

今
後
更
に
増
え
る
交
通
弱
者
に
対
す
る
小

野
市
の
福
祉
施
策
と
し
て
、
今
後
の
運
行

体
系
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

ら
ん
ら
ん
バ
ス
運
行
は
、
単
な
る

公
共
交
通
機
関
で
は
な
く
、
福
祉
施
策
の

一
環
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
高
齢
化
の
進

展
や
独
居
老
人
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
で
、
ら
ん
ら
ん
バ
ス
が
担
う
役
割

も
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会

議
な
ど
の
利
用
者
の
ご
意
見
や
今
ま
で
の

利
用
者
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
運
行
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
柔
軟
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
さ
ら
な
る
進
展
を

見
据
え
、
小
野
市
の
福
祉
施
策
の
重
点
課

題
と
し
て
増
車
を
決
断
い
た
し
ま
す
。

（
市
長
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

　
　
　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
進
み
、
従
来
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
小
野

市
で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の

施
策
と
し
て
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
推
進
補
助
金
」
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
活
動
実
績
と
今
後
を
見

据
え
た
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

各
地
区
の
活
動
実
績
で
あ
り
ま
す

が
、
各
地
域
で
文
化
活
動
や
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
等
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
組
ま
れ
て
お

り
、
郷
土
を
愛
す
る
「
愛
着
づ
く
り
」
が

次
の
世
代
に
間
違
い
な
く
引
き
継
が
れ
、

特
色
と
活
力
の
あ
る
確
か
な
地
域
社
会
を
、

住
民
自
ら
の
手
で
築
い
て
頂
け
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
今
後
を
見
据
え
た
取
り
組

み
の
方
向
性
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り

協
議
会
で
お
決
め
頂
き
、
主
体
性
を
持
っ

て
活
動
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
、
何
よ
り

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
支
援
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

公　

明　

党

竹

内　

修
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
林
千
津
子
議
員
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答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
質
問

答
弁
質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

ホ
テ
ル
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　
　
　

８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ホ
テ
ル
の

利
用
状
況
は
。

　
　
　

８
月
の
利
用
実
績
は
70
％
台
後
半
。

ま
た
ほ
ぼ
満
室
と
な
る
日
も
あ
り
、
予
想

を
上
回
る
状
況
で
あ
る
。
市
民
と
と
も
に

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
成
功
さ
せ
た
い
。

（
市
当
局
）

　
　
　

市
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
さ
れ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
検
討
結
果
は
。

　
　
　

４
月
に
13
名
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
ホ
テ
ル
と
協
議

を
重
ね
て
き
た
。
ホ
テ
ル
活
用
型
の
新
た

な
観
光
・
情
報
発
信
戦
略
を
構
築
し
、
市

の
活
力
と
魅
力
を
向
上
さ
せ
た
い
。

（
市
当
局
）

　
　
　

ホ
テ
ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
う
地
域
振

興
の
効
果
は
。

　
　
　

ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ン
は
、
北
播
磨

地
域
の
人
の
流
れ
を
変
え
る
も
の
で
、
市

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
更
に
高
め
る
契
機
と

な
る
。
宿
泊
客
の
７
割
は
ビ
ジ
ネ
ス
客
で
、

市
が
期
待
す
る
観
光
や
地
域
振
興
へ
の
効

果
は
長
期
的
に
見
守
る
必
要
が
あ
る
。
新

た
な
人
の
流
れ
は
、
市
民
の
〝
お
の
〞
へ

の
「
愛
着
づ
く
り
」
と
な
り
、
新
た
な
価

値
観
が
創
造
さ
れ
、
小
野
市
は
確
実
に
変

わ
る
と
確
信
し
て
い
る
。　

（
市
当
局
）

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

に
つ
い
て

　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
民
間
施
設
設
置
個
所
は

　
　
　

本
年
６
月
の
調
査
で
は
、
現
在
89

か
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
64
施
設

で
一
般
利
用
が
可
能
で
あ
る
。（
市
当
局
）

　
　
　

市
民
救
命
士
講
習
の
受
講
者
は
。

　
　
　

平
成
６
年
か
ら
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
に
約
２
１
，０
０
０
人
の
方
が
資
格
を

取
得
さ
れ
た
。　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る

考
え
は
。

　
　
　

諸
課
題
を
検
討
し
進
め
て
い
く
。

（
市
当
局
）

土
砂
災
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

丹
波
市
や
広
島
市
の
災
害
を
み
て
、

小
野
市
で
こ
う
し
た
災
害
が
起
こ
ら
な
い

か
心
配
だ
。
土
砂
災
害
に
関
す
る
状
況
把

握
と
対
策
を
伺
う
。

　
　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
市
内
に
40

箇
所
あ
る
。
対
策
は
「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」
こ
と
を
基
本
に
周
囲
の
危
険
性

を
よ
く
知
る
こ
と
と
、
地
域
の
助
け
合
い

が
大
切
。
地
域
の
土
砂
災
害
防
止
工
事
の

補
助
制
度
も
あ
る
。　
　
　

（
市
当
局
）

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
と
自
衛
隊
参
加
に
つ
い
て

　
　
　

自
衛
隊
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
で
「
専
守
防
衛
」
か
ら
変
質
し
て
し
ま

う
が
、
も
っ
と
も
平
和
的
な
ス
ポ
ー
ツ
祭

典
で
音
楽
隊
が
演
奏
す
る
の
は
市
民
や
参

加
者
に
違
和
感
を
与
え
、
大
会
の
雰
囲
気

に
も
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

「
地
域
力
」
は
多
く
の
方
々
の
力

の
結
集
に
左
右
さ
れ
る
。
自
衛
隊
か
ら
の

支
援
の
申
し
出
は
心
よ
り
感
謝
し
、
予
定

ど
お
り
実
施
す
る
。　
　
　

（
市
当
局
）

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　

公
共
工
事
等
の
下
限
賃
金
を
定
め

る
公
契
約
条
例
は
三
木
市
で
実
施
さ
れ
、

加
東
市
も
来
年
制
定
さ
れ
る
。
小
野
市
で

も
制
定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

労
働
者
側
か
ら
見
る
と
一
定
の
必

要
性
は
認
め
る
が
、
賃
金
は
労
使
間
の
合

意
が
基
本
で
あ
る
こ
と
、
公
と
民
の
賃
金

格
差
の
拡
大
、
下
限
額
の
根
拠
の
合
理
性

な
ど
整
理
課
題
が
多
く
、
実
施
自
治
体
は

少
な
い
。
国
や
県
に
先
ん
じ
て
制
定
す
る

も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
（
市
当
局
）

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
認
可
基
準
に
つ
い
て

　
　
　

今
後
、
小
野
市
が
認
可
す
る
こ
と

に
な
る
小
規
模
保
育
、
事
業
所
保
育
等
の

保
育
職
員
の
資
格
基
準
は
全
員
保
育
士
が

望
ま
し
い
し
、
家
庭
的
保
育
も
１
人
は
保

育
士
を
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

厚
労
省
の
基
準
で
は
保
育
士
以
外

で
も
一
定
の
研
修
を
受
け
て
参
画
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
省
令
を
上
回
る
基
準
と
す

る
こ
と
で
、
移
行
や
参
入
の
支
障
に
な
る

可
能
性
も
危
惧
さ
れ
る
。　

（
市
当
局
）

改
革
ク
ラ
ブ

加

島　

淳
議
員

日
本
共
産
党

藤

原　

章
議
員
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答
弁

答
弁
質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

河
合
小
中
一
貫
校
に
向
け
て
の
取

組
に
つ
い
て

　
　
　

小
中
連
携
教
育
開
始
か
ら
10
年
、

取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

「
国
際
社
会
の
中
で
活
躍
で
き
る

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
を
教

育
目
標
に
小
中
連
携
教
育
を
進
め
て
き
た
。

一
定
の
成
果
が
確
認
で
き
、
来
年
度
か
ら

は
６
年
生
が
中
学
校
舎
で
学
び
、
28
年
度

か
ら
は
理
数
教
育
に
重
点
を
置
い
た
特
色

あ
る
小
中
一
貫
校
を
計
画
し
て
い
る
。
学

校
運
営
上
の
細
部
に
つ
い
て
は
協
議
を
行

っ
て
い
く
。　
　
　
　
　
　

（
教
育
長
）

小
野
長
寿
の
郷（
仮
称
）構
想
に
お

け
る
福
祉
拠
点
先
行
整
備
事
業
に

つ
い
て

　
　
　

小
野
市
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

「
医
療
」「
健
康
」「
福
祉
」
が
一

体
と
な
っ
た
生
活
空
間
を
創
造
し
、
段
階

的
に
事
業
が
進
捗
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
ま
た
、
構
想
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
高
く
、
医
療
・
健
康
・
福
祉
で
働
く
人

の
人
材
育
成
拠
点
と
し
て
、
内
陸
部
に
お

け
る
地
方
創
生
を
図
り
た
い
。

（
市
当
局
・
市
長
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
施
設
概
要
等
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

給
食
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
な
く
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状
況
、
配
送
時
間
等
を

考
慮
し
、
新
た
な
施
設（
現
施
設
の
南
側
）

整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
本
年
度
、
用
地

の
取
得
と
造
成
、
基
本
設
計
に
取
り
組
む
。

（
市
当
局
）

市
道
整
備
事
業
及
び
市
道
区
画
線

の
管
理
方
針
に
つ
い
て

　
　
　

市
道
１
２
６
号
線（
青
野
ケ
原
〜

新
部
）整
備
、
市
全
域
の
区
画
線
整
備
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　

延
長
約
１
．３
㎞
、
２
車
線
片
側

歩
道
付
、
全
幅
９
ｍ
の
整
備
を
計
画
し
て

い
る
。
平
成
27
年
度
新
規
事
業
と
し
て
国

庫
補
助
採
択
を
受
け
、
順
次
着
工
し
て
い

く
。
区
画
線
は
、
安
全
面
、
景
観
も
考
慮

し
広
域
的
に
も
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

（
市
当
局
・
市
長
）

公
共
施
設（
大
池
総
合
公
園
・
ひ
ま

わ
り
の
丘
公
園
）の
整
備
に
つ
い
て

　
　
　

大
池
総
合
公
園
内
は
、
陸
上
競
技

場
及
び
野
球
場
が
屋
外
施
設
で
あ
る
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
は
、
ど
う
し
て
も
天

候
に
左
右
さ
れ
る
。
本
年
の
小
野
ま
つ
り

の
よ
う
な
雨
天
で
は
、
土
の
部
分
に
は

「
水
溜
り
」
や
「
ぬ
か
る
み
」
が
生
じ
、

祭
り
の
進
行
だ
け
で
な
く
、
来
場
者
の
移

動
に
も
支
障
が
生
じ
た
。
ま
た
、
祭
り
が

終
わ
っ
た
後
も
、
陸
上
競
技
場
の
仮
修
復

に
２
日
間
を
費
や
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

解
消
す
る
た
め
に
は
、
全
天
候
型
の
ト
ラ

ッ
ク
に
、
ト
ラ
ッ
ク
内
の
天
然
芝
を
人
工

芝
に
変
更
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
実

施
す
る
に
は
相
当
な
事
業
費
が
必
要
で
あ

り
、
現
時
点
で
の
実
施
は
困
難
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
エ
ク
ラ
か
ら
陸
上
競
技
場

へ
向
か
う
公
園
内
の
来
場
者
の
動
線
に
つ

い
て
は
、
雨
天
時
で
も
移
動
が
容
易
に
で

き
る
よ
う
改
良
を
検
討
す
る
。

　

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
の
花
を
栽
培
し
て

い
る
土
地
は
、
水
田
機
能
を
残
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
水
は
け
等
に
課
題
が
あ
る
。

今
後
、
加
西
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
等

に
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
満
開
の
花
が
楽
し

め
る
よ
う
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
狭
く
な
っ
た
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
公
園
内
北
側
の
芝
生
広
場
の
東
部
分

の
約
二
千
㎡
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
使
用

し
、
駐
車
場
不
足
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

市
街
地
に
お
け
る
雨
水
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

計
画
の
想
定
を
上
回
る
時
間
雨
量

50
㎜
以
上
の
豪
雨
が
頻
発
化
す
る
な
ど
、

浸
水
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
緊
急
性
な
ど
を

勘
案
し
、
計
画
的
に
雨
水
整
備
を
進
め
て

い
る
。
現
在
、
進
め
て
い
る
黒
川
町
内
の

幹
線
工
事
が
完
了
す
る
平
成
27
年
度
で
、

全
体
の
整
備
率
は
４
６
．２
％
に
な
る
予

定
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
黒
川
町
の
工
事

は
、
上
本
町
の
密
集
し
た
集
落
内
の
現
況

水
路
の
断
面
不
足
の
解
消
の
為
の
工
事
で
、

排
水
区
域
を
一
部
変
更
し
、
東
環
状
線
に

沿
い
に
新
し
い
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
排
水
量
を
分
散
処
理
す
る

事
業
で
あ
る
。　
　
　
　
　

（
市
当
局
）

市
民
ク
ラ
ブ

前
田
光
教
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

岡
嶋
正
昭
議
員
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◎民生地域常任委員会◎
議案第53号　平成25年度小野市歳入歳出決算の認定について
議案第55号　平成25年度小野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第56号　平成25年度小野市下水道事業会計決算の認定について
議案第57号　平成26年度小野市一般会計補正予算（第３号）
議案第58号　平成26年度小野市国民健康険特別会計補正予算（第１号）
議案第59号　平成26年度小野市介護保険特別会計補正予算（第２号）
議案第60号　平成26年度小野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
議案第61号　平成26年度小野市下水道事業会計補正予算（第１号）
議案第62号　小野市保育給付資格の認定に関する基準を定める条例の制定について
議案第63号　小野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の制定について
議案第64号　小野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
議案第65号　小野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定に

ついて
議案第67号　小野市福祉医療費助成に関する条例の

一部を改正する条例の制定について
　審査の結果、議案第64号については、反対討論が
あり、採決の結果、賛成多数で可決すべきと決まり
ました。その他の議案については、反対討論はなく、
全会一致で認定・可決すべきと決まりました。

◎総務文教常任委員会◎
議案第53号　平成25年度小野市歳入歳出決算の認定について
議案第54号　平成25年度小野市都市開発事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第57号　平成26年度小野市一般会計補正予算

（第３号）
議案第66号　小野市税条例等の一部を改正する条例

の制定について
議案第68号　播磨内陸広域行政協議会規約の変更に

ついて
　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で認定・
可決すべきと決まりました。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告
　９月定例会の提出議案審査について、９月26日に総務文教、民生地域の各常任委
員会を開催しました。審査付託議案は、議案第53号から議案第68号の16議案であ
り、市当局から細部にわたる説明を受け、慎重に審査しました。
　各常任委員会に付託された議案及び審査結果は、次のとおりです。

《各常任委員会に付託された議案》
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議案第53号　平成25年度小野市歳入歳出決算の認定について
議案第54号　平成25年度小野市都市開発事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第55号　平成25年度小野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
議案第56号　平成25年度小野市下水道事業会計決算の認定について

　昨年度に引き続き一般会計、特別会計及び企業会計の決算について、全議員出席による決算研修会
を３日間にわたり開催し、詳細な調査を行ったうえで、９月定例会で認定しました。
　これは、従来９月定例会において、決算特別委員会に審査を付託し、10月に審査、12月定例会で決
算の認定をしておりましたが、一方で、決算の概要は市当局から９月には市民のみなさんに公表され
ていることもあり、早期に審査するよう改めています。

審 査 し た 部 局 名
総務部、総合政策部、教育委員会、選挙管理委員会等
消防本部、水道部、地域振興部、会計課、農業委員会
市民安全部、市民福祉部

開 催 日 時
8 月27日（水） 10：00～16：30
8 月28日（木） 10：00～16：00
8 月29日（金） 10：00～16：00

※研修会には、各部局の部長、課長をはじめ、担当係長クラスにも出席を求め、実施事業等について
詳細な説明を求めた。

「安全・安心な暮らしの確保」
「高度で良好な生活圏の形成」
「子育て・教育環境の充実」
「魅力・活力ある地域づくり」

基　金（預金）残高　92億２千万円（前年度から約７億１千万円の増加）
地方債（借金）残高　188億円（前年度から約30億５千万円の増加）
※基金残高は、過去最高。地方債残高の実質的な負担額は188億円のうち約50億円（後年度に国
から補填されるため）

実質公債費比率：9.1％（前年度より2.0％向上）
※税収や交付税など自治体の収入に対する借金返済費用の割合
※早期健全化基準：25％　財政再生基準：35％

将来負担比率：表示数値なし（－20.4％：前年度より7.7％向上）
※税収や交付税など自治体の収入に対する一般会計が将来負担すべき借金等負債の割合
※早期健全化基準：350％

平成25年度 各会計決算を認定平成25年度 各会計決算を認定平成25年度 各会計決算を認定平成25年度 各会計決算を認定平成25年度 各会計決算を認定

◎ 決 算 研 修 会 ◎

平成25年度決算総額 404億円※一般会計、特別会計及び企業会計の総額

◎実施した重点項目
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①東京都町田市
議会改革（活性化）の取組について
　町田市議会は、“議会基本条例の制定” は考えておられず、「条例は箱であり、先ずはその箱
の中に入れるものをしっかりと創ること
が大事」との基本方針のもと、改革の中
身を整理していくことを優先されている。
まさに改革の中身が整理できてから箱
（条例）を考えればよいとの考えである。
（全国議会改革度順位20位以内で、議会
基本条例を制定していないのは町田市の
みである。）
　女性議員が36人中９名（25％）を占め、
反問権・反論権は設けておられず、議会
報告会も実施しないとのことであった。

〈主な改革への取組事項〉
・行政視察において、全議員が報告文を作成
・会議規則での欠席の届出を具体的に明記
・各常任委員会による市民団体等との懇談会を活発化させる

②神奈川県藤沢市
議会運営と改革について

　藤沢市議会は、議会改革は「議会基本
条例の制定」を基本として取組まれてい
る。平成25年４月１日施行。

〈基本条例に基づく主な改革への実施状況〉
・議会報告会について
広報広聴機能の充実、議会活動の報告
⇒市民の意思の把握及び意見を交換す
る場として開催。

・情報の公開について
政務活動費の使途のホームページ及び
議会だよりでの公開

　この度は、“議会改革” を基本テーマに、議会改革が進んでいる市議会の取組みについて視察
を実施した。小野市議会においても「真に開かれた議会」「市民の皆さまに信頼される議会」を
目指しているが、この度の研修を踏まえ、これまでの概念にとらわれることなく、たゆまぬ努力
で議会改革に取組んでいきたい。

議会運営委員会行政視察報告議会運営委員会行政視察報告
平成26年7月22日（火）～7月23日（水）
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（1）平成26年8月6日（水）北海道旭川市
（人口：約34万9千人、面積：747.60㎢）

いきいきセンター神楽・神楽保育所複合施設について
　この施設は、平成21年に建設された高齢者等福祉施設と保育所の複合施
設である。従来の施設である神楽福祉センターは、サークル活動や老人ク
ラブの憩いの場であったが、都市計画街路事業に伴い移転せざるを得なく
なり、移転先に隣接する老朽化の著しかった神楽保育所（昭和42年設置）と
合築することで、建設コストの圧縮や運営経費の削減等が図られている。今では、それぞれの施設の役割
を果たすとともに、複合施設であることを活かして、高齢者と子どもたちとの世代間交流（野菜作りなど）
を積極的に推進している。

《所感》
　施設内は、防音対策などが十分にとられており、互いの施設を意識する
ことはまったくなかった。施設の中間にある多目的ホール（324.2㎡）を、
「世代間交流スペース」として位置づけ、世代間交流を推進するための必
要な機能を持たせるとともに、ソフト面では、地域の高齢者等による「い
きいきセンター神楽ボランティアサポーター」が組織されるなど、地域力
の醸成にも一定の成果が出ていた。

（2）平成26年8月7日（木）北海道東川町
（人口：約7千800人、面積：247㎢）

幼保一元化保育事業（東川町幼児センター）について
　この施設を整備するきっかけは、認可保育所２カ所と季節保育所２カ所
の各施設の老朽化が進み、その対応が迫られていたことと、幼稚園への３
歳児の受け入れ要望に応えるためであった。平成８年から幼保一元化の検
討を開始し、町民へのアンケートや説明会の実施、建設運営検討委員会の
設置をするなど周到な準備を行い、平成14年12月に開所した。その後、幼保一元化特区の認定を受けるな
どして、現在は０歳から５歳児300人（短時間型：120人、長時間型：180人）を受け入れている。
《所感》
　東川町の教育行政方針は、まずは生きる力、知・徳・体のバランスのとれた力を育むとなっており、学
校、家庭、地域が連携して子どもから大人までが主体的に学ぶことができる生涯学習社会の構築を目指し
ている。幼児センターの周辺には、中学校や高校、役場などのほか、新たに小学校と地域交流センターの
複合施設が設置されるなど、コンパクトなまちづくりを実現している。こうした取組は、始まりつつある
人口減少社会を見据えたもののようにも感じた。

会派行政視察報告（改革クラブ）会派行政視察報告（改革クラブ）
井上日吉、加島　淳、河島三奈、松井精史

（3）平成26年8月8日（金）北海道水産林務部
道民の森整備事業について（神居尻地区）

　道民の森整備の基本理念は、森に集う、森に学ぶ、森に遊ぶをテーマに、道民が森林に親しみ、森林を
知り、その恵みを受けながら自然との共生の心の創出を目指すとありました。視察した神居尻地区は、六
地区ある道民の森の一つで、549ヘクタールの敷地に、総合案内所、多目的広場、森林学習センター、宿泊
施設、キャンプ場、デイキャンプ場、野外ステージ、サイクリングロード、登山道、植樹ゾーンが整備さ
れていた。将来を担う子どもたちを対象に「森林環境教育プログラム」を実施し、昨年度には2,400人の子
どもたちが「森の役割、森と水、森と生き物」などのプログラムを学んでいる。

《所感》
　こうした施設は、どれくらいの人が繰り返し訪れるかが重要な要素であり、
苦心されているところである。子どもたちを対象としたプログラムの実施も
そうした取組の一つである。小野市の浄谷黒川丘陵地は、このほど土地利用
計画がまとまり、現在多目的運動広場の整備が始まっている。今後の整備に
あたっては、時代の変化、市民ニーズを的確に把握するなど、時間をかけ夢
を持ちながら進めてほしいと感じた。
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９月定例会の議決結果（賛否の分かれた案件）を公表します

藤
原　

章

竹
内　

修

川
名
善
三

河
島
三
奈

加
島　

淳

松
井
精
史

井
上
日
吉

山
本
悟
朗

前
田
光
教

髙
坂
純
子

小
林
千
津
子

岡
嶋
正
昭

藤
本
修
造

山
中
修
己

●○○○○○○○○○○○

※

○

※藤本修造議員は、議長のため表決権はありません。賛成＝○　反対＝●
会 派 名

（9月29日現在の　
所属人数）
議員名

件　名

可決

議決
結果

市 民 ク ラ ブ
（７人）

改革クラブ
（４人）

公明党
（２人）

無
会
派

（
１
人
）

小野市家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について

小野市議会の政務活動費小野市議会の政務活動費
小野市議会の政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、小野市議会政務活動
費の交付に関する条例の規定に基づき、それぞれの会派（一人会派も含む）に交付しています。

年間一人あたり24万円（月額２万円）

研究研修費
視察調査費
資料作成費
資料購入費
広報広聴費
合　計

※未執行分（残余金）は、市に返還（平成25年度は
1,087,013円返還）

割合（％）
3.9
90.5
─
5.4
0 .1

100.0

執行（決算）額
108,130円
2,492,827円

0円
149,030円
3,000円

2,752,987円

（1）執行ガイドラインの策定（返還訴訟の裁判例なども注視しながら厳格化）
（2）事前協議制（執行に迷うようなものは、議会事務局と事前協議）
（3）監査の実施（年２回議会事務局職員による）

5 政務活動費の執行に係る小野市議会独自の取組

収支報告書を作成し領収書を添えて毎年4月30日までに議長に提出

3 政務活動費の収支の報告（条例第８条）

4 平成25年度政務活動費執行（決算）額等

（1）研究研修費
・国その他の団体が主催する地方行財政制度等の研修会に参加するための負担金、旅費等の経費
・会派が開催する市政に関する研修会のための会場借上料、講師謝金等の経費

（2）視察調査費
会派が行う市政に関する調査研究のための視察その他の調査研究に要する旅費等の経費

（3）資料作成費
会派が行う調査研究活動のために必要な資料の印刷製本費、翻訳料等に係る経費

（4）資料購入費
会派が行う調査研究活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

（5）広報広聴費
議会活動、市の政策、調査研究活動を報告し、住民意思を把握するために会派が行う広報広聴活
動に要する印刷製本費、郵送料、会場借上料等の経費

2 政務活動費を充てることができる経費の範囲（条例第６条）

1 交付金額



⑯

小野市議会だより

【８月】
２日　小野市ひまわり杯少年野球大会
５日　小野市珠算競技大会
　〃　 基地協議会近畿部会役員会・総会（姫路市）
　〃　 一般国道175号整備促進期成同盟会総会（丹波市）
６日～７日　全国市議会議長会研究フォーラム（岡山市）
６日～８日　改革クラブ行政視察
　　　　　 （北海道旭川市、東川町、水産林務部）
８日　行政視察来市（福岡県行橋市）
９日　ホテルルートイン小野開業祝賀会
11日　北播衛生事務組合監査
16日～17日　小野まつり
18日　北播磨総合医療センター企業団議員総会
　〃　 行政視察来市（佐賀県神埼市）
20日　行政視察来市（福井県若狭町）
　〃　 行政視察来市（岩手県遠野市）
25日　議会運営委員会・市議会報編集委員会
　〃　 議員協議会
26日　小野加東広域事務組合議員協議会・議会
27日　決算研修会（第１日）
28日　決算研修会（第２日）
29日　決算研修会（第３日）
【９月】
１日　９月定例会（第１日）
２日　北播磨総合医療センター企業団議会
４日　北播政経懇話会（加西市）
13日　中学校体育祭
19日　北播磨地域づくり懇話会（加東市）
22日　９月定例会（第２日）
24日　９月定例会（第３日）
26日　総務文教常任委員会・民生地域常任委員会
27日　幼稚園運動会
29日　９月定例会（第４日）
　〃　 議員協議会
【10月】
３日　北播政経懇話会（西脇市）
　〃　 産業フェスティバル北はりまビジネスフェア合同

実行委員会
４日　ひまわり杯サッカー大会
　〃　 観月茶会
７日　小野市都市計画審議会
　〃　 小野地区意見交換会
９日　兵庫県議長会正副議長研修会（神戸市）
　〃　 行政視察来市（岐阜県羽島市）
10日　行政視察来市（奈良県桜井市）
15日　小野市研究発表会
16日　北播磨こども発達支援センター事務組合議会（加東市）
17日　播磨内陸医務事業組合議会（加東市）
　〃　 北はりまビジネスフェア企業大交流会
18日　わかあゆ園運動会（加東市）
20日　市議会報編集委員会
22日　保育園ふれあい運動会
23日　行政視察来市（愛知県東海市）
24日　近畿市議会議長会研修会（京都市）
26日　葉多町城山グランド植栽
29日　行政視察来市（神奈川県座間市）
　〃　 国民健康保険運営協議会

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎

自宅に居ながら議会の傍聴自宅に居ながら議会の傍聴
《市議会LIVE中継実施中!!》
　議会の本会議（定例会・臨時会）が行われている
ときは、インターネットで生放送がご覧いただけま
す。また、過去に行われた本会議の録画も同様です。
いずれも小野市議会ホームページからご覧ください。

ＬＩＶＥ市議会中継　小野市議会 検索

傍聴者休憩室を開設します傍聴者休憩室を開設します

ぜひ、傍聴にお越しくださいぜひ、傍聴にお越しください

　一般質問が行われる２日間は、傍聴の方が休憩
していただけるように議場の隣に傍聴者休憩室
を開設しています。セルフ
サービスのお茶も用意して
いますので、お気軽にご利
用ください。

「託児コーナー」開設します「託児コーナー」開設します
　一般質問が行われる12月18日（木）、19日
（金）の午前中は、「託児コーナー」を開設します。
就学前のお子さまをお持ちの保護者のみなさまも
議会を傍聴していただくことができます。ご希望
の方は、12月８日（月）までに議会事務局にお申
し込みください。

　12月定例会は、次の日
程で開催いたしますので、
ぜひこの機会に、議会の傍
聴にお越しください。

　定例会の第２日（18日）、第３日（19日）は、議
員の一般質問が行われます。
　一般質問では、市長から提出された議案や、市
政全般について議員が質問し、市長や部長等が答
弁します。なお、一般質問の内容は、質問が行わ
れる日までに市議会ホームページで公開します。
　傍聴の手続きは、本会議の当日に本庁舎５階の
受付で傍聴者名簿に記入するだけです。なお、傍
聴席は34席で、先着順となります。傍聴席が満
席の場合は、第２委員会室（傍聴者休憩室）でテ
レビでの傍聴（ライブ中継）となります。

11月28日（金）午前10時～　 本会議（第1日）
12月18日（木）午前10時～　 本会議（第2日）

※一般質問実施
12月19日（金）午前10時～　 本会議（第3日）

※一般質問実施
12月26日（金）午後1時30分～ 本会議（第4日）

12
月
定
例
会
日
程

12
月
定
例
会
日
程
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